
第５次御坊市総合計画
　御坊市では、社会・経済状況の変化を的確にとらえながら、これから先もいきい
きと暮らせるまちを実現するため、御坊市に関わるすべての人々と、御坊の将来を
共有し、一緒にまちづくりに取り組んでいく指針として「第５次御坊市総合計画」
を策定しました。１月号から、計６回にわたり、総合計画を紹介してきました。
　今回で最終回となります。

人と自然が調和し、笑顔と活力あふれる御坊
～みんなで創る、安全・安心のもと健康でいきいきと暮らせるまち～

御坊市の目指す将来像

まちづくりの基本方向
Ⅵ計画実現に向けて

～御坊市の次なる10年～
令和３年▶令和12年令和３年▶令和12年

愛着と誇りを持てるまちづくり
施策を推進するための取り組み
①地域資源を生かした魅力づくりの推進
②交流人口の拡大
③関係人口の拡大
④移住・定住の促進
⑤まちの魅力を知る
　機会の充実

市民一人ひとりに期待される活動
・一人ひとりが御坊の魅力を発見し、発信する。
・御坊に愛着や誇りを持ち、まちの魅力をさらに向上させる。
・広報紙や市のホームページなど、行政から発信される情報を確認し、理解を深める。
・他の自治体等と連携して行う広域事業に対する理解を深める。
・国際化への理解を深める。

詳しくはこちらを
ご覧ください

Vol.６

パートナーシップによるまちづくり
施策を推進するための取り組み
①参画意識の醸成
②参画しやすい環境づくりの推進
③意識の共有と役割分担の推進
④まちづくり活動の促進
⑤開かれた市政の推進

多様な連携と交流によるまちづくり
施策を推進するための取り組み
①周辺の自治体との連携の推進
②パートナーシティ等との連携の推進
③国際交流・多文化共生の環境づくりの推進

持続可能な行財政運営の推進
施策を推進するための取り組み
①健全な財政運営の推進
②効果的・効率的な行政運営
③公共施設の適正管理の推進
④時代に即した組織と人材育成
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●●●  大雨避難の心得   ●●●
　大雨による被害を防ぐためにも、以下のこ
とを心がけましょう！

①スムーズに避難できるよう、事前に家族と
　話しあい、避難経路を確認し、非常用食料
　など備蓄品を確保しておきましょう。

②防災行政無線やテレビ、ラジオ、緊急速報
　メールなどにより、大雨の情報を入手しま
　しょう。

③余裕をもって安全な場所に逃げましょう。
　逃げ遅れた場合は２階以上、または危険の
　ない近くの高い場所に避難しましょう。

④避難とは「難」を「避」けることです。　
　自宅が安全な場所にある場合は、待機をし、
　不安であれば、安全な場所にある親戚宅や
　知人宅等または避難所へ避難しましょう。

⑤避難時は、動きやすい服装で、隣近所の方
　に呼びかけ、２人以上での避難を心がけま
　しょう。

⑥「自らの命は自らが守る！」という意識を
　もって、適切な避難行動をとりましょう。
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